
(57)【要約】

【課題】　木造建築物のコンクリート製の基礎と木製の

土台材との間に設置する免震装置であって、ゴムに比べ

て、薄くてコンパクトでありながら、地震による振動エ

ネルギーを吸収し、また、陳列棚や工芸品等の免震装置

であって、コンパクトであり、汎用性が高く、廉価なも

のを提供する。

【解決手段】　免震装置１１の大部分を、複数の鋼板で

あるプレート１２で構成し、その間に滑面層１６を設け

ることで、免震装置１１を厚くせずに、複数の鋼板であ

るプレート１２の横移動と、このプレート１２を被覆す

る弾性体である弾性体１３の弾性力により、振動エネル

ギーを吸収することができる。また、振動を吸収するた

めの横移動を円滑にするローラーやレール、ベアリング

等の特殊な機構を設ける必要がない。したがって、コン

パクトで、汎用性が高く、廉価な免震装置を提供するこ

とができる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 床 面 に 置 か れ 、 所 定 の 物 品 が 載 置 さ れ る 免 震 装 置 で あ っ て 、
　 複 数 の 鋼 板 が 積 層 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ た 積 層 体 と 、 こ の 積 層 体 の 鋼 板 積 層 方 向
に 直 交 す る 方 向 か ら の 応 力 に 対 し て 復 元 力 を 与 え る よ う に 前 記 鋼 板 ど う し を 規 制 し て な る
弾 性 体 と 、 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 鋼 板 の 間 に は 、 少 な く と も 一 層 の 滑 面 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
免 震 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 前 記 積 層 体 の 周 を 被 覆 し て 前 記 複 数 の 鋼 板 を 一 体 化 す る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 垂 直 方 向 の 高 さ が 前 記 積 層 体 の 垂 直 方 向 の 高 さ と 略 同 じ 高 さ の 平 板 状 の
弾 性 体 で あ り 、 前 記 積 層 体 の 形 状 と 略 同 形 状 の 開 口 部 が 設 け ら れ 、 当 該 開 口 部 に 前 記 積 層
体 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 垂 直 方 向 の 高 さ が 前 記 積 層 体 の 垂 直 方 向 の 高 さ よ り 僅 か に 高 い 平 板 状 の
弾 性 体 で あ り 、 前 記 積 層 体 を 設 置 す る 開 口 部 が 設 け ら れ 、
　 こ の 開 口 部 の 断 面 形 状 は 、 前 記 弾 性 体 の 水 平 面 の 一 方 に お け る 開 口 部 の 側 縁 を 、 前 記 積
層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 大 と し 、 前 記 弾 性 体 の 水 平 面 の 他 方 に お け る 開 口 部 の 側 縁
を 、 前 記 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 小 と な る よ う に 傾 斜 面 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 前 記 積 層 体 の 全 体 を 包 む 包 皮 状 の 弾 性 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 滑 面 層 は 、 一 対 の 鋼 板 の 対 向 面 と 、 こ の 対 向 面 の 間 に 挟 ま れ た 介 在 体 と か ら な る も
の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 滑 面 層 は 、 潤 滑 処 理 さ れ て い る 対 向 面 か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装
置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 ゴ ム か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 鋼 板 は 、 円 板 状 の 鋼 板 で あ り 、
　 前 記 弾 性 体 は 、 円 筒 形 状 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 鋼 板 の 側 縁 は 、 面 取 り さ れ て い る 鋼 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 基 礎 と 、 こ の 基 礎 の 上 に 設 置 さ れ る 土 台 と 、 を 有 す る 建 築 物 で あ っ て 、
　 前 記 基 礎 と 前 記 土 台 と の 間 に 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 が 設 置 さ

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-200731 A 2006.8.3



れ て い る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 建 築 物 に お い て 、
　 前 記 土 台 の 上 に 構 築 さ れ る 複 数 の 構 造 用 骨 組 を 有 し 、
　 前 記 構 造 用 骨 組 が 対 向 す る 位 置 に 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
建 築 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 基 礎 と 、 こ の 基 礎 の 上 に 設 置 さ れ る 土 台 と 、 を 有 し 、 前 記 基 礎 に は ア ン カ ー ボ ル ト が 埋
設 さ れ て い る 建 築 物 の 建 築 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 礎 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 礎 の 上 で 前 記 ア ン カ ー ボ ル ト の 近 傍 に 請 求 項 １ か ら
１ ０ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 を 設 置 す る 工 程 と 、 前 記 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に
記 載 の 免 震 装 置 の 上 に 前 記 土 台 を 設 置 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 建
築 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 建 築 物 の 建 築 方 法 に お い て 、
　 前 記 土 台 の 上 に 構 造 用 骨 組 を 構 築 す る 工 程 と 、 前 記 構 造 用 骨 組 が 対 向 す る 部 分 に 弾 性 ダ
ン パ ー 装 置 を 設 置 す る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 建 築 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 床 面 に 置 か れ 、 所 定 の 物 品 が 載 置 さ れ る 免 震 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 床 面 に 接 す る 第 １ の 架 台 と 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 を 介 し て 、
前 記 第 １ の 架 台 の 上 に 設 置 さ れ る 第 ２ の 架 台 と 、 前 記 第 １ の 架 台 と 前 記 第 ２ の 架 台 を 連 結
す る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 免 震 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 免 震 装 置 、 特 に ス ベ リ 構 造 と ゴ ム の 組 合 わ せ た も の か ら な り 、 コ ン ク リ ー ト 製
の 布 基 礎 又 は 束 石 の 上 に 建 築 さ れ る 木 造 建 築 の 免 震 装 置 、 並 び に 、 陳 列 棚 、 工 芸 品 、 美 術
品 、 若 し く は 機 械 類 を 地 震 か ら 守 る 免 震 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 造 建 築 物 の 一 般 的 な 工 法 と し て 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 布 基 礎 又 は 束 石 の 上 に 、 木 製 の 土
台 材 や 柱 を ア ン カ ー ボ ル ト 等 で 固 定 す る こ と で 、 基 礎 と 上 屋 を 固 定 す る 建 築 方 法 が 知 ら れ
て い る 。 と こ ろ が 、 木 製 の 土 台 材 や 柱 を 直 接 コ ン ク リ ー ト に 固 定 す る と 接 触 部 分 が コ ン ク
リ ー ト か ら の 湿 気 に よ り 腐 食 す る と い っ た 問 題 や 、 建 築 物 の 床 下 の 換 気 が で き な い と い う
問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 木 製 の 土 台 等 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 間 に プ ラ ス チ ッ ク 製 の 受 け 材
が 設 置 さ れ て い た 。 し か し 、 地 震 に よ り 建 築 物 へ の 振 動 が 与 え ら れ た 場 合 に は 、 プ ラ ス チ
ッ ク 製 の 受 け 材 で は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る こ と が で き ず 、 基 礎 の 破 壊 や 上 屋 の 歪 み
を 引 き 起 こ し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 も ち ろ ん 、 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 様 々 な 工 夫 が な さ れ て い る 。 例 え ば 、
木 造 建 築 物 の 免 震 装 置 と し て は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 受 け 材 の 代 わ り に 、 ゴ ム と 樹 脂 材 等 と
の 積 層 材 を 用 い る こ と で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る も の が あ る （ 特 許 文 献 １
） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 陳 列 棚 、 工 芸 品 、 美 術 品 、 若 し く は 機 械 類 が 地 震 に よ り 倒 壊 し た 場 合 に は 、
多 大 な 損 害 が 発 生 す る こ と と な る た め 、 陳 列 棚 等 が 倒 壊 し な い よ う に 、 従 来 は 、 例 え ば 、
陳 列 棚 や 機 械 類 の 架 台 又 は 、 工 芸 品 、 美 術 品 の 陳 列 ケ ー ス の 構 造 部 材 の 断 面 積 を 大 き く す
る こ と に よ っ て 、 陳 列 棚 等 の 剛 性 を 高 め て い た 。 と こ ろ が 、 構 造 部 材 の 断 面 積 を 大 き く す
る と 、 架 台 や 陳 列 ケ ー ス の 容 積 や 重 量 が 大 き く な り 、 架 台 や 陳 列 ケ ー ス の 制 作 費 も 高 額 な
も の と な っ て い た 。 そ こ で 、 架 台 や 陳 列 ケ ー ス と 設 置 面 と の 間 に ゴ ム な ど の 弾 性 体 に よ り
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震 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 、 減 衰 さ せ る 免 震 装 置 が 設 置 さ れ て い る 。 し か し 、 ゴ ム の み で 振 動
エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し た 場 合 に は 、 吸 収 で き る 振 動 エ ネ ル ギ ー の 大 き さ は ゴ ム の 容 積 の 大 き
さ に 比 例 し 、 大 き い 地 震 を 想 定 す る と 、 ゴ ム の 容 積 も 大 き く す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 も ち ろ ん 、 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 様 々 な 工 夫 が な さ れ て い る 。 例 え ば 、
陳 列 棚 、 工 芸 品 、 美 術 品 、 若 し く は 機 械 類 の 架 台 や 陳 列 ケ ー ス の 免 震 装 置 と し て は 、 ゴ ム
を 使 用 す る 代 わ り に 、 ２ 枚 の 鋼 板 の 間 に ロ ー ラ ー と レ ー ル 等 を 主 機 構 と し て 組 み 込 ん だ 機
械 的 免 震 装 置 が あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ れ に よ り 、 免 震 装 置 を 一 定 の 大 き さ に す る こ と が
で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ３ ２ ５ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ １ ２ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 木 造 建 築 物 の 免 震 装 置 と し て は 、 ゴ ム の 弾 性 力 に よ っ て の み 振 動 エ ネ ル ギ ー を
吸 収 し た 場 合 に は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 率 は ゴ ム の 弾 力 性 に 依 存 す る こ と と な る 。 し か
し 、 ゴ ム は 、 建 築 物 等 の 重 量 物 の 下 に 敷 設 さ れ た 場 合 に は 圧 縮 さ れ 、 弾 力 性 が 弱 く な る の
で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る た め に は 、 ゴ ム を 厚 く し な け れ ば な ら な い 。 と
こ ろ が 、 ゴ ム を 厚 く し た 場 合 は 、 木 製 の 土 台 等 と コ ン ク リ ー ト 基 礎 の 間 に 設 置 す る と 土 台
が 不 安 定 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 陳 列 棚 、 工 芸 品 、 美 術 品 、 若 し く は 機 械 類 の 架 台 や 陳 列 ケ ー ス の 免 震 装 置 と し て
は 、 機 械 的 免 震 装 置 と し た 場 合 に は 、 ロ ー ラ ー 、 レ ー ル や 、 ベ ア リ ン グ 等 の 機 構 を 収 納 す
る た め 、 一 定 の 大 き さ で は あ る も の の 、 そ れ で も 免 震 装 置 の 容 積 は 大 き い も の で あ る 。 ま
た 、 免 震 装 置 を 設 置 す る 架 台 や 陳 列 ケ ー ス に つ い て 個 々 に 制 作 す る 必 要 が あ る た め 、 汎 用
性 が な く 、 高 価 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 か か る 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 木 造 建 築 物 の 免 震 装 置 と し て 地
震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し つ つ 、 免 震 装 置 を 薄 く て コ ン パ ク ト に し 、 ま た 、 陳 列 棚
、 工 芸 品 等 を 地 震 か ら 守 る 免 震 装 置 と し て は 、 簡 易 、 か つ 、 汎 用 性 と 経 済 性 を 備 え た 免 震
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 受 け 材 の 代 わ り に 、 木 造 建
築 物 の コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 と 木 製 の 土 台 と の 間 に 設 置 す る 免 震 装 置 で あ っ て 、 ゴ ム に 比
べ て 、 薄 く て コ ン パ ク ト で あ り な が ら 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 で き る よ う に し
た も の で あ る 。 ま た 、 陳 列 棚 や 工 芸 品 等 を 地 震 か ら 守 る 免 震 装 置 で あ っ て 、 コ ン パ ク ト で
あ り 、 汎 用 性 が 高 く 、 廉 価 で あ る よ う に し た も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 以
下 の よ う な も の を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） 床 面 に 置 か れ 、 所 定 の 物 品 が 載 置 さ れ る 免 震 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 鋼 板 が 積 層 さ
れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ た 積 層 体 と 、 こ の 積 層 体 の 鋼 板 積 層 方 向 に 直 交 す る 方 向 か ら の
応 力 に 対 し て 復 元 力 を 与 え る よ う に 前 記 鋼 板 ど う し を 規 制 し て な る 弾 性 体 と 、 を 備 え 、 前
記 複 数 の 鋼 板 の 間 に は 、 少 な く と も 一 層 の 滑 面 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 免 震
装 置 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ １ ） の 発 明 に よ る と 、 複 数 の 鋼 板 の 間 に 滑 面 層 が 設 け ら れ て い る の で 、 複 数 の 鋼 板 が
相 互 に 横 移 動 し 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。 そ し て 、 こ の 複 数 の 鋼 板 ど う し を 連 結 し て 一
体 化 す る こ と に よ っ て 前 記 積 層 体 を 構 成 す る 弾 性 体 の 復 元 力 に よ り 、 複 数 の 鋼 板 の 横 移 動
を 収 束 で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 免 震 装 置 の 大 部 分 が 、 鋼 板 で 構 成 さ れ て い る の で 、 免 震 装 置 の 大 部 分 を ゴ ム で
構 成 し た 場 合 に 比 べ て 、 圧 縮 力 に 対 し て 強 く 、 建 築 物 の よ う な 重 量 物 と そ の 基 礎 と の 間 に
設 置 し た 場 合 で も 、 免 震 装 置 を 厚 く せ ず に 、 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 振 動 を 減 衰 で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 木 造 建 築 物 の コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 と 木 製 の 土 台 と の 間 に 挟 む プ ラ ス チ ッ
ク 製 の 受 け 材 の 代 わ り に 、 設 置 す る 免 震 装 置 と し た 場 合 で も 、 土 台 の 安 定 性 を 確 保 で き る
厚 さ と し つ つ 、 高 い 免 震 性 能 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 陳 列 棚 や 工 芸 品 等 を 地 震 か ら 守 る 免 震 装 置 と し て 使 用 し た 場 合 で も 、 鋼 板 を 直 接
対 向 さ せ 、 複 数 の 鋼 板 の 間 に は 、 少 な く と も 一 つ の 滑 面 層 が 設 け ら れ て い る の で 、 振 動 エ
ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 複 数 の 鋼 板 の 相 互 の 横 移 動 を 円 滑 に す る ロ ー ラ ー 、 レ ー ル や ベ ア リ ン
グ 等 の 特 殊 な 機 構 を 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 免 震 装 置 を コ ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。 ま た 、 陳 列 棚 等 と 床 面 の 対 向
す る 間 に 、 必 要 な 個 数 を 設 置 す れ ば い い の で 、 汎 用 性 が 高 く 、 廉 価 な 免 震 装 置 を 提 供 で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 前 記 積 層 体 の 周 を 被 覆 し て 前
記 複 数 の 鋼 板 を 一 体 化 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ２ ） の 発 明 に よ る と 、 最 小 限 の 弾 性 体 で 、 振 動 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 相 互 に 横 移 動 し た
複 数 の 鋼 板 に 復 元 力 を 与 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 よ り コ ン パ ク ト で 廉 価 な 免 震 装
置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 垂 直 方 向 の 高 さ
が 前 記 積 層 体 の 垂 直 方 向 の 高 さ と 略 同 じ 高 さ の 平 板 状 の 弾 性 体 で あ り 、 前 記 積 層 体 の 形 状
と 略 同 形 状 の 開 口 部 が 設 け ら れ 、 当 該 開 口 部 に 前 記 積 層 体 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ３ ） の 発 明 に よ る と 、 積 層 体 と 略 同 じ 高 さ を 持 つ 平 板 状 の 弾 性 体 の 開 口 部 に 積 層 体 を
設 置 し て い る 。 こ れ に よ り 、 垂 直 方 向 の 圧 縮 力 を 負 担 す る 積 層 体 の 厚 さ や 面 積 、 及 び 弾 性
体 の 厚 さ を 変 え な い 場 合 で も 、 平 板 状 の 弾 性 体 の 面 積 を 広 く す る こ と で 、 弾 性 体 の 容 積 を
大 き く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 免 震 装 置 の 厚 さ を 薄 く し つ つ 、 弾 性 体 の 容 積 を 大
き く で き る の で 、 薄 く て コ ン パ ク ト 、 か つ 、 振 動 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 率 の 大 き い 免 震 装 置 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ４ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 垂 直 方 向 の 高 さ
が 前 記 積 層 体 の 垂 直 方 向 の 高 さ よ り 僅 か に 高 い 平 板 状 の 弾 性 体 で あ り 、 前 記 積 層 体 を 設 置
す る 開 口 部 が 設 け ら れ 、 こ の 開 口 部 の 断 面 形 状 は 、 前 記 弾 性 体 の 水 平 面 の 一 方 に お け る 開
口 部 の 側 縁 を 、 前 記 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 大 と し 、 前 記 弾 性 体 の 水 平 面 の 他 方
に お け る 開 口 部 の 側 縁 を 、 前 記 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 小 と な る よ う に 傾 斜 面 を
形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ４ ） の 発 明 に よ る と 、 積 層 体 を 設 置 す る 弾 性 体 の 開 口 部 の 断 面 形 状 は 、 一 方 の 開 口 部
側 縁 を 、 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 大 と し 、 他 方 の 開 口 部 側 縁 を 、 積 層 体 の 水 平 面
の 外 周 よ り 僅 か に 小 と な る よ う な 傾 斜 面 を 形 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 積 層 体 を 弾 性 体 に
設 置 す る こ と が 容 易 に で き る 。 ま た 、 設 置 し た 後 に 、 弾 性 体 か ら 積 層 体 が 下 方 に 抜 け 落 ち
る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 高 い 免 震 性 能 を 有 し つ つ 、 設 置 や 運 搬 等 が
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簡 易 で あ る 免 震 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ５ ） （ １ ） に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 前 記 積 層 体 の 全 体 を 包 む 包 皮
状 の 弾 性 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ５ ） の 発 明 に よ る と 、 積 層 体 の 全 体 を 包 皮 状 の 弾 性 体 で 被 覆 し て い る の で 、 弾 性 体 が
積 層 体 か ら 分 離 し な い 。 ま た 、 積 層 体 が 密 封 さ れ て い る の で 、 積 層 体 を 構 成 す る 鋼 板 と 鋼
板 の 間 に 水 分 や 塵 等 が 入 り 、 摩 擦 係 数 が 大 き く な る こ と も な い 。 し た が っ て 、 安 定 し た 免
震 性 能 を 発 揮 す る 免 震 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ６ ） （ １ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 滑 面 層 は 、 一 対 の
鋼 板 の 対 向 面 と 、 こ の 対 向 面 の 間 に 挟 ま れ た 介 在 体 と か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ６ ） の 発 明 に よ る と 、 滑 面 層 を 鋼 板 の 対 向 面 の 他 に 、 別 の 部 材 で あ る 介 在 体 も 用 い る
こ と で 、 滑 面 層 の 摩 擦 係 数 を さ ら に 小 さ く す る こ と が で き 、 鋼 板 自 体 は 汎 用 さ れ て い る 鋼
板 を そ の ま ま 利 用 し て も 高 い 免 震 性 能 を 有 す る 免 震 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ７ ） （ １ ） か ら （ ６ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 滑 面 層 は 、 潤 滑 処
理 さ れ て い る 対 向 面 か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ７ ） の 発 明 に よ る と 、 鋼 板 の 横 移 動 が よ り 円 滑 に な る 。 し た が っ て 、 よ り 安 定 し た 免
震 性 能 を 発 揮 す る 免 震 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ８ ） （ １ ） か ら （ ７ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 弾 性 体 は 、 ゴ ム か
ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ８ ） の 発 明 に よ る と 、 物 品 と 床 面 が 接 す る 弾 性 体 を ゴ ム と す る こ と で 、 免 震 装 置 に 載
置 さ れ た 所 定 の 物 品 が 地 震 に よ っ て 横 滑 り す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 地 震 に よ る 振 動
エ ネ ル ギ ー を よ り 的 確 に 免 震 装 置 で 吸 収 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ９ ） （ １ ） か ら （ ８ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の 鋼 板 は 、 円
板 状 の 鋼 板 で あ り 、 前 記 弾 性 体 は 円 筒 形 状 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ９ ） の 発 明 に よ る と 、 鋼 板 の 形 状 を 円 形 と し て 、 こ の 鋼 板 を 弾 性 体 で 被 覆 し て い る の
で 、 水 平 方 向 の あ ら ゆ る 方 向 か ら の 振 動 に 対 し て も 、 同 様 な 免 震 性 能 を 発 揮 で き る 免 震 装
置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ １ ０ ） （ １ ） か ら （ ９ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の 鋼 板 の 側
縁 は 、 面 取 り さ れ て い る 鋼 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 免 震 装 置 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ １ ０ ） の 発 明 に よ る と 、 鋼 板 の 側 縁 の 角 が 弾 性 体 に 引 っ 掛 か る こ と が な い の で 、 よ り
円 滑 に 鋼 板 が 横 移 動 で き る の で 、 安 定 し た 免 震 性 能 を 発 揮 す る 免 震 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 鋼 板 の 側 縁 の 角 に よ っ て 、 鋼 板 を 被 覆 し て い る 弾 性 体 を 傷 め る こ と が な く 、 免 震
装 置 と し て の 耐 久 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ １ １ ） 基 礎 と 、 こ の 基 礎 の 上 に 設 置 さ れ る 土 台 と 、 を 有 す る 建 築 物 で あ っ て 、 前 記 基
礎 と 前 記 土 台 と の 間 に 、 （ １ ） か ら （ １ ０ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 が 設 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ １ ） の 発 明 に よ る と 、 従 来 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 土 台 の 受 け 材 の 替 わ り に 免 震 装 置 を 設
置 す る こ と で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 基 礎 の 破 壊 や 上 屋 の 歪 み を 回 避 で き
る 建 築 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ １ ２ ） （ １ １ ） に 記 載 の 建 築 物 に お い て 、 前 記 土 台 の 上 に 構 築 さ れ る 複 数 の 構 造 用 骨
組 を 有 し 、 前 記 構 造 用 骨 組 が 対 向 す る 位 置 に 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 建 築 物 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ １ ２ ） の 発 明 に よ る と 、 従 来 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 土 台 の 受 け 材 の 替 わ り に 免 震 装 置 を 設
置 し 、 さ ら に 構 造 用 骨 組 の 対 向 す る 位 置 に 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 を 設 置 す る こ と で 、 地 震 に よ
る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 基 礎 部 分 と 上 屋 部 分 で 吸 収 で き る の で 、 相 乗 効 果 で よ り 効 果 的 に 基 礎
の 破 壊 や 上 屋 の 歪 み を 回 避 で き る 建 築 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ １ ３ ） 基 礎 と 、 こ の 基 礎 の 上 に 設 置 さ れ る 土 台 と 、 を 有 し 、 前 記 基 礎 に は ア ン カ ー ボ
ル ト が 埋 設 さ れ て い る 建 築 物 の 建 築 方 法 で あ っ て 、 前 記 基 礎 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 礎
の 上 で 前 記 ア ン カ ー ボ ル ト の 近 傍 に （ １ ） か ら （ １ ０ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 を 設
置 す る 工 程 と 、 （ １ ） か ら （ １ ０ ） の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 の 上 に 前 記 土 台 を 設 置 す
る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 建 築 方 法 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ １ ３ ） の 発 明 に よ る と 、 従 来 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 土 台 の 受 け 材 の 代 わ り に 免 震 装 置 を ア
ン カ ー ボ ル ト の 近 傍 に 設 置 す る だ け な の で 、 従 来 の よ う に 免 震 装 置 を 設 置 す る 特 別 な 工 程
が 必 要 な く 、 免 震 性 能 を 有 す る 建 築 物 の 建 築 方 法 を 提 供 で き る 。 し た が っ て 、 免 震 性 能 を
有 す る 建 築 物 を 従 来 よ り 早 い 工 期 で 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ １ ４ ） （ １ ３ ） に 記 載 の 建 築 物 の 建 築 方 法 に お い て 、 前 記 土 台 の 上 に 構 造 用 骨 組 を 構
築 す る 工 程 と 、 前 記 構 造 用 骨 組 が 対 向 す る 部 分 に 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 を 設 置 す る 工 程 と 、 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 建 築 物 の 建 築 方 法 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ １ ４ ） の 発 明 に よ る と 、 従 来 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 土 台 の 受 け 材 の 替 わ り に 免 震 装 置 を 設
置 す る の で 、 新 た な 工 程 を 追 加 す る こ と な く 、 免 震 用 の 弾 性 ダ ン パ ー を 設 置 し た 建 築 物 の
免 震 性 能 を さ ら に 高 め た 建 築 物 の 建 築 方 法 を 提 供 で き る 。 し た が っ て 、 建 築 物 全 体 で 高 い
免 震 性 能 を 有 す る 建 築 物 を 従 来 よ り 早 い 工 期 で 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ １ ５ ） 床 面 に 置 か れ 、 所 定 の 物 品 が 載 置 さ れ る 免 震 シ ス テ ム で あ っ て 、 床 面 に 接 す る
第 １ の 架 台 と 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 免 震 装 置 を 介 し て 、 前 記 第 １ の 架 台
に 設 置 さ れ る 第 ２ の 架 台 と 、 前 記 第 １ の 架 台 と 前 記 第 ２ の 架 台 を 連 結 す る 弾 性 ダ ン パ ー 装
置 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 免 震 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ １ ５ ） の 発 明 に よ る と 、 第 １ の 架 台 と 第 ２ の 架 台 と の 間 に 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず
れ か に 記 載 の 免 震 装 置 を 介 在 さ せ る こ と で 、 被 免 震 物 の 重 量 に よ る 圧 縮 を 受 け て い る 場 合
で も 、 第 １ 、 第 ２ の 架 台 が 互 い 違 い に 水 平 移 動 し 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る
。 さ ら に 、 第 １ 、 第 ２ の 架 台 を 弾 性 ダ ン パ ー で 連 結 す る こ と で 、 よ り 大 き な 振 動 エ ネ ル ギ
ー を 吸 収 し 、 元 の 状 態 に 復 元 す る こ と が で き る 免 震 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー の 高 い 吸 収 率 を 維 持 し つ つ 、 免 震 装 置 の 厚
さ を 薄 く す る こ と が で き る の で 、 コ ン パ ク ト で 、 汎 用 性 が 高 く 、 廉 価 な 免 震 装 置 を 提 供 す
る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 木 造 建 築 物 の 基 礎 に 設 置 す る 免 震 装 置 と 、 目 立 た ぬ よ う
に 陳 列 棚 の 下 に 設 置 す る 免 震 装 置 を 同 形 態 の も の と で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 好 適 な 実 施 形 態 の 一 例 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 構 成 〕
　 図 １ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 免 震 装
置 １ １ が 、 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ の 周 の み を 弾 性 体 １ ３ で 被 覆 さ れ て い る 斜 視 図 で あ り 、 図
３ は 、 免 震 装 置 １ １ が 、 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ の 全 体 を 包 皮 状 に 弾 性 体 １ ３ で 被 覆 さ れ て い
る 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で あ る 免 震 装 置 １ １ は 、 図 １ 、 図 ２ ま た は 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ２ 枚 の プ
レ ー ト １ ２ が 積 層 さ れ 、 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ の 対 向 す る 面 に は 滑 面 層 １ ６ が 形 成 さ れ 、 ２
枚 の プ レ ー ト １ ２ は 弾 性 体 １ ３ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ の 材 質 は 、 炭 素 鋼 （ Ｓ Ｓ -４ ０ ０ ） の 鋼 板 で あ り 、 形 状 は 、 そ れ ぞ
れ の 厚 さ が ６ ｍ ｍ で 直 径 １ ０ ３ ｍ ｍ の 円 板 状 で あ り 、 側 縁 は Ｒ ０ ． ５ の 面 取 り が さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ が 互 い に 対 向 す る 面 に は 、 滑 面 層 １ ６ が 設 け ら れ 、 ２ 枚 の プ レ ー ト
１ ２ が 互 い に 対 向 す る 面 に 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ コ ー テ ィ ン グ が さ れ て い て 、 摩 擦 係 数 を ０ ． １ か ら
０ ． ０ １ ５ と し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 弾 性 体 １ ３ の 材 質 は 、 天 然 ゴ ム で あ り 、 厚 さ は 、 ２ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 弾 性 体 １ ３ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 免 震 装 置 １ １ の 周 を 被 覆 す る 。 ま た 、
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の プ レ ー ト １ ２ の 集 合 体 と し て の 積 層 体 全 体 を 円 筒 状 の 弾 性
体 １ ３ で 包 む 場 合 も あ る 。 さ ら に 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 プ レ ー ト １ ２ の 形 状 を 角 形 と
し た 場 合 は 、 弾 性 体 １ ３ を 帯 状 の 輪 と し て 、 プ レ ー ト １ ２ の 積 層 体 の 各 辺 ２ ヶ 所 に 、 帯 状
の 輪 と し た 弾 性 体 １ ３ を 掛 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 弾 性 体 １ ３ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 垂 直 方 向 の 高 さ を プ レ ー ト １ ２ の 集 合
体 と し て の 積 層 体 と 略 同 じ 高 さ と し 、 形 状 を 上 記 積 層 体 と 略 同 形 状 の 開 口 部 を 有 す る 四 角
形 の 平 板 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に プ レ ー ト １ ２ の 集 合 体 と し て の 積 層 体 は 、 上
記 開 口 部 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 弾 性 体 １ ３ は 、 図 ６ に 示 さ れ る 断 面 図 よ う に 、 垂 直 方 向 の 高 さ を プ レ ー ト １ ２ の
集 合 体 と し て の 積 層 体 よ り 僅 か に 高 く し 、 上 記 積 層 体 を 設 置 す る 弾 性 体 １ ３ の 開 口 部 は 、
弾 性 体 １ ３ の 水 平 面 に お け る 一 方 の 開 口 部 側 縁 を 、 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 大 き
く し 、 他 方 の 開 口 部 側 縁 を 、 積 層 体 の 水 平 面 の 外 周 よ り 僅 か に 小 さ く な る よ う な 傾 斜 面 か
ら な る 断 面 形 状 に す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 に お け る プ レ ー ト １ ２ の 形 状 は 、 そ れ ぞ れ
の 厚 さ が １ .５ ｍ ｍ で 直 径 ２ ９ ｍ ｍ の 円 形 の 平 板 で あ り 、 弾 性 体 １ ３ の 形 状 は 、 厚 さ が ５
ｍ ｍ で 一 辺 １ ０ ０ ｍ ｍ の 正 方 形 の 平 板 で あ る 。 な お 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 数 値 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 プ レ ー ト １ ２ の 材 質 は 、 Ｓ Ｓ -４ ０ ０ に 限 定 さ れ る も の で な く 、 そ の 他 の 炭 素 鋼 や 、 ス
テ ン レ ス 鋼 等 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 プ レ ー ト １ ２ の 枚 数 は ２ 枚 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 設 置 す る 場 所 の ス ペ ー ス や 被 免 震
物 品 の 重 量 に 応 じ て 、 枚 数 を 増 や す こ と も あ る 。 ま た 、 プ レ ー ト １ ２ の 形 状 、 厚 さ は 、 上
記 の 数 値 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 被 免 震 物 品 の 形 状 に 合 わ せ る こ と も で き る 。 例 え ば 、
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木 造 建 築 物 の 免 震 装 置 と し て 使 用 す る 場 合 に は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 木 造 建 築 物 の 基
礎 の 形 状 に 合 わ せ て 角 形 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 滑 面 層 １ ６ は 、 複 数 の プ レ ー ト １ ２ が 互 い に 対 向 す る 面 に 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ コ ー テ ィ ン グ す る
代 わ り に 、 ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ の 間 に 介 在 体 と し て フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 挿 入 す る 場 合 も あ
る 。 ま た 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ コ ー テ ィ ン グ と フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト の 挿 入 を 併 用 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 弾 性 体 １ ３ の 材 質 は 、 天 然 ゴ ム に 限 定 さ れ る も の で な く 、 伸 縮 や 曲 げ 等 の 変 形 が 可 能 で
あ り 、 高 い 内 部 粘 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 亀 裂 性 、 耐 候 性 等 を も つ 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 等 の 合 成
ゴ ム と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 弾 性 体 １ ３ の 厚 さ も ２ ｍ ｍ に 限 定 さ れ る も の で な く 、 被 免 震 物 品 の 重 量 や 用 途 に 応 じ て
、 厚 さ を 変 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 作 用 〕
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 の 荷 重 を ゴ ム よ り も 剛 性 の 高 い 炭 素 鋼 で 形 成 さ れ た プ レ
ー ト １ ２ が 負 担 す る こ と で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 を 複 数 の プ レ ー ト １ ２ の 横
移 動 （ 図 １ 参 照 ） と 、 弾 性 体 １ ３ の 弾 性 力 に よ っ て 吸 収 す る の で 、 ゴ ム の み に よ っ て 振 動
エ ネ ル ギ ー を 吸 収 さ せ る 場 合 に 比 べ て 、 免 震 装 置 １ １ を コ ン パ ク ト に す る こ と が で き 、 か
つ 、 建 築 物 の よ う な 重 量 物 に 圧 縮 さ れ て い て も 、 安 定 し て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 複 数 の プ レ ー ト １ ２ の 滑 面 を 直 接 に 対 向 さ せ 、 さ ら に Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ コ ー テ ィ ン グ 等 の
潤 滑 処 理 を す る こ と で 、 プ レ ー ト １ ２ の 横 移 動 が 円 滑 と な り 、 複 数 の プ レ ー ト 間 に 設 け る
ロ ー ラ ー 、 レ ー ル や 、 ベ ア リ ン グ 等 の 特 殊 機 構 が 必 要 な く な り 、 免 震 装 置 １ １ は 、 コ ン パ
ク ト で 、 汎 用 性 が 高 く 、 廉 価 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 木 造 建 築 物 の 基 礎 に 設 置 し た 場 合 の 構 成 〕
　 図 １ ０ は 、 木 造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ を 設 置
し た 場 合 の 断 面 図 で あ り 、 図 １ １ は 、 木 造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に
係 る 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し た 場 合 の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ を 木 造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ に 設 置 す る 場 合 に つ い て 、 図 １
０ ま た は 図 １ １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ は 、 木 造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ と 木 造 建 築 物 の 土 台 ２ ２ の 間
に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 木 造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ は 、 従 来 通 り の 施 工 方 法 で 、 根 伐 り し 、 砕 石 を 敷 き 、 捨 て コ ン ク
リ ー ト を 打 設 し た 後 に 、 基 礎 を 形 成 す る た め の 墨 を 出 し 、 鉄 筋 を 組 み 、 型 枠 を 組 ん で 、 ア
ン カ ー ボ ル ト ２ ３ を 設 置 し た 後 に 、 基 礎 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 基 礎 ２ １ の 天 端 を 地 盤
面 か ら 予 め 決 め ら れ た 高 さ に 均 し 、 コ ン ク リ ー ト が 凝 固 後 に 、 型 枠 を 解 体 す る こ と で 、 木
造 建 築 物 の 基 礎 ２ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ の 後 、 従 来 は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 受 け 材 が 設 置 さ れ て い た 代 わ り に 、 免 震 装 置 １ １ は 、
図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ン カ ー ボ ル ト ２ ３ の 近 傍 と 柱 等 が 構 築 さ れ 鉛 直 荷 重 が か か る
部 分 及 び 全 体 的 に 略 １ ｍ 間 隔 で 、 基 礎 ２ １ の 天 端 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 免 震 装 置 １ １ が 設 置 さ れ た 後 に 、 木 造 建 築 物 の 土 台 ２ ２ が 設 置 さ れ 、 ア ン カ ー
ボ ル ト ２ ３ に よ っ て 固 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 木 造 建 築 物 の 基 礎 に 設 置 し た 場 合 の 作 用 〕
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 従 来 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 土 台 の 受 け 材 の 替 わ り に 免 震 装 置 １ １ を 、
応 力 が 集 中 す る ア ン カ ー ボ ル ト の 近 傍 、 鉛 直 荷 重 を 受 け る 柱 の 下 及 び 、 土 台 が 座 屈 し な い
範 囲 の 間 隔 で 設 置 す る こ と で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 基 礎 の 破 壊 や 上 屋 の
歪 み を 回 避 で き る 建 築 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 木 造 建 築 物 の 施 工 者 は 、 従 来 と 同 じ 工 法 で 、 免 震 装 置 １ １ を 設 置 で き る の で 、 新
た な 工 程 を 必 要 と せ ず 、 従 来 と 同 じ 工 期 で 、 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し 、 免 震 性 能 を 有 す る 木
造 建 築 物 の 建 築 方 法 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 と 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ を 設 置 し た 木 造 建 築 物 の 構 成 〕
　 本 実 施 形 態 で は 、 土 台 ２ ２ の 上 に 構 築 さ れ る 隣 接 す る ２ つ の 構 造 用 骨 組 ２ ４ に 弾 性 ダ ン
パ ー 装 置 Ａ ２ ５ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 〈 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ の 構 成 〉
　 図 １ ２ は 木 造 建 築 物 の 構 造 用 骨 組 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ
２ ５ を 設 置 し た 場 合 の 説 明 図 で あ り 、 図 １ ３ は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ
ー 装 置 Ａ ２ ５ の 断 面 図 で あ り 、 図 １ ４ は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置
Ａ ２ ５ の 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ は 、 対 向 し た ２ つ の 構 造 用
骨 組 の 一 方 に 接 合 可 能 な 第 １ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ と 、 隣 接 し た ２ つ の 構 造 用 骨 組 の 他 方 に
接 合 可 能 な 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ ２ と を 有 し 、 第 １ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ と 第 ２ の 板 状 プ レ
ー ト ３ ２ と の 一 端 側 の 表 面 及 び 裏 面 と の 両 面 側 に は 、 弾 性 体 ３ ４ が 面 接 触 す る よ う に 接 着
剤 を 介 在 す る こ と な く 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 弾 性 体 ３ ４ は 、 第 ３ の 板 状 プ レ ー ト ３ ３ と 押 圧 固 定 手 段 ３ ５ に よ っ て 、 第
１ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ と 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ ２ の 表 面 及 び 裏 面 に 押 し 付 け ら れ て 、 第 １
及 び 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ を そ の 摩 擦 力 に よ っ て 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ は 、 い ず れ も 長 尺 棒 状 の 剛 性
板 材 で あ り 、 第 １ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ の 長 辺 方 向 の 一 端 側 と 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ ２ の 長
辺 方 向 の 一 端 側 と に 弾 性 体 ３ ４ が 面 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る 一 方 、 第 １ 及 び 第 ２ の 板 状
プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ の 前 記 長 辺 方 向 の 他 端 側 に は 、 構 造 用 骨 組 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た ブ ラ
ケ ッ ト ２ ６ に 接 合 す る た め の 接 合 穴 ３ ７ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 ３ の 板 状 プ レ ー ト ３ ３ は 、 間 隔 を も っ て 互 い に 平 行 に 対 向 配 置 さ れ た 平 面 視 矩 形 状 の
一 対 の 剛 性 板 材 で あ り 、 押 圧 固 定 手 段 ３ ５ は 、 互 い に 平 行 に 対 向 配 置 さ れ た 一 対 の 第 ３ の
板 状 プ レ ー ト ３ ３ の 間 隔 を 狭 め る 方 向 に 締 め 付 け る こ と が 可 能 な ボ ル ト お よ び ナ ッ ト で あ
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ の そ れ ぞ れ の 前 記 一 端 側 は 、 各 々 互 い に 重 な ら
な い よ う に 一 定 の 間 隙 Ｌ を 有 す る よ う に 一 対 の 第 ３ の 板 状 プ レ ー ト ３ ３ 間 に 挿 入 さ れ た 状
態 で 、 弾 性 体 ３ ４ を 介 し て 前 記 押 圧 固 定 手 段 ３ ５ の 締 め 付 け 力 に よ っ て 挟 み 込 み 押 圧 固 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ し て 、 図 １ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ は 、 構 造 用 骨 組 ２ ４ に 取 り
付 け ら れ た ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ に 形 成 さ れ た 接 合
穴 ３ ７ を 介 し て 締 結 手 段 ３ ６ で あ る ボ ル ト お よ び ナ ッ ト で 接 合 さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 〈 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ の 作 用 〉
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 構 造 用 骨 組 ２ ４ に 作 用 す る 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を ブ ラ ケ ッ
ト ２ ６ を 介 し て 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ の 第 １ 及 び 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ を 抜 き
取 ろ う と す る 力 に 抗 す る 弾 性 体 ３ ４ の 摩 擦 力 に よ っ て 吸 収 し 制 振 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 板 状 プ レ ー ト ３ １ 、 ３
２ 、 ３ ３ の 弾 性 体 ３ ４ を 押 圧 す る 面 に は 、 溝 部 ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 弾 性
体 ３ ４ が 滑 る こ と に よ り 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ の 制 振 性 が 低 下 す る の を 防 止 し て い る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 は 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ に 限 定 さ れ る も の で
な く 、 構 造 用 骨 組 ２ ４ が 受 け た 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る そ の 他 の ダ ン パ ー 装
置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 と 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ を 設 置 し た 木 造 建 築 物 の 作 用 〕
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 木 造 建 築 物 の 基 礎 部 分 に 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し 、 さ ら に 上 屋 部 分
の 構 造 用 骨 組 ２ ４ に 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ ２ ５ を 設 置 す る こ と で 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ
ー を 基 礎 部 分 と 上 屋 部 分 で 吸 収 で き る の で 、 相 乗 効 果 で よ り 効 果 的 に 基 礎 の 破 壊 や 上 屋 の
歪 み を 回 避 で き る 建 築 物 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 木 造 建 築 物 の 施 工 者 は 、 従 来 と 同 じ 工 法 で 、 免 震 装 置 １ １ を 設 置 で き る の で 、 新
た な 工 程 を 追 加 す る こ と な く 、 免 震 用 の 弾 性 ダ ン パ ー を 設 置 し た 建 築 物 の 免 震 性 能 を さ ら
に 高 め た 木 造 建 築 物 の 建 築 方 法 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 陳 列 棚 の 免 震 装 置 と し て 設 置 し た 場 合 の 構 成 〕
　 図 １ ５ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し た 場
合 の 正 面 図 で あ り 、 図 １ ６ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置
１ １ を 設 置 し た 場 合 の 側 面 図 で あ り 、 ま た 図 １ ７ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実
施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し た 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 １ １ を 陳 列 棚 ４ １ の 免 震 装 置 と し て 設 置 し た 場 合 に つ い て 、
図 １ ５ 、 図 １ ６ 、 及 び 図 １ ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 免 震 装 置 １ １ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 面 と 床 面 ４ ２ の 間 で 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 面 の 四 隅 に 設 置
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 免 震 装 置 １ １ は 、 そ の 他 に 工 芸 品 、 美 術 品 、 機 器 類 の 下 面 と 床 面 の 間 に 設 置 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 陳 列 棚 ４ １ の 四 隅 に 、 免 震 装 置 １ １ を 設 置 し て い る が 、 被 免 震
物 の 大 き さ 、 形 状 に よ っ て 、 免 震 装 置 １ １ の 数 量 を 減 ら し た り 、 増 や し た り す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 陳 列 棚 の 免 震 装 置 と し て 設 置 し た 場 合 の 作 用 〕
　 図 １ ８ （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置
１ １ を 設 置 し た 場 合 に お い て 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー に よ り 、 床 面 ４ ２ に 水 平 力 が 加
え ら れ た と き の 状 態 変 位 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ８ （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） に お け る 一
点 鎖 線 は 、 定 常 状 態 の 水 平 位 置 （ 定 常 位 置 ） を 示 し 、 二 点 鎖 線 は 、 地 震 に よ り 水 平 力 が 床
面 ４ ２ に 与 え ら れ た 場 合 の 床 面 ４ ２ の 水 平 方 向 に 変 位 し た 位 置 （ 変 位 位 置 ） を 示 す 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ８ （ Ａ ） は 、 床 面 ４ ２ に 水 平 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 （ 定 常 状 態 ） を 示 し て い る
。 す な わ ち 、 定 常 状 態 を 示 す 図 １ ８ （ Ａ ） に お い て は 、 一 点 鎖 線 と 二 点 鎖 線 は 重 な っ て い
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 １ ８ （ Ｂ ） は 、 床 面 ４ ２ に 矢 印 の 示 す 方 向 （ 右 方 向 ） に 水 平 力 が 加 え ら れ 、 床 面 ４ ２
が 右 方 向 に 変 位 し て い る が 、 当 該 水 平 変 位 を 免 震 装 置 １ １ の ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ （ 図 １ 参
照 ） の 横 移 動 に よ り 、 吸 収 す る こ と で 、 陳 列 棚 ４ １ は 、 定 常 位 置 を 維 持 し て い る こ と を 示
し て い る 。 す な わ ち 、 定 常 位 置 を 示 す 一 点 鎖 線 と 変 位 位 置 を 示 す 二 点 鎖 線 の 間 の 距 離 が 地
震 の 水 平 力 に よ る 変 位 量 で あ り 、 当 該 変 位 量 を 免 震 装 置 １ １ が 吸 収 す る こ と で 、 陳 列 棚 ４
１ は 、 定 常 位 置 が 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 １ ８ （ Ｃ ） は 、 床 面 ４ ２ に 矢 印 の 示 す 方 向 （ 右 方 向 ） に 水 平 力 が 加 え ら れ た 後 に 、 床
面 ４ ２ が 定 常 位 置 に 戻 っ た 状 態 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 一 点 鎖 線 と 二 点 鎖 線 は 重 な っ て
い る 。 ま た 、 図 １ ８ （ Ｂ ） で 示 し た 右 方 向 の 変 位 量 は 、 免 震 装 置 １ １ に よ り 吸 収 さ れ 、 陳
列 棚 ４ １ は 、 定 常 位 置 が 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ ８ （ Ｄ ） は 、 床 面 ４ ２ に 矢 印 の 示 す 方 向 （ 左 方 向 ） に 水 平 力 が 加 え ら れ 、 床 面 ４ ２
が 左 方 向 に 変 位 し て い る が 、 当 該 水 平 変 位 を 免 震 装 置 １ １ の ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ （ 図 １ 参
照 ） の 横 移 動 に よ り 、 吸 収 す る こ と で 、 陳 列 棚 ４ １ は 、 定 常 位 置 が 維 持 さ れ て い る こ と を
示 し て い る 。 す な わ ち 、 定 常 位 置 を 示 す 一 点 鎖 線 と 変 位 位 置 を 示 す 二 点 鎖 線 の 間 の 距 離 が
地 震 の 水 平 力 に よ る 変 位 量 で あ り 、 当 該 変 位 量 を 免 震 装 置 １ １ が 吸 収 す る こ と で 、 陳 列 棚
４ １ は 、 定 常 位 置 が 維 持 さ れ て い る 。 な お 、 そ の 後 床 面 ４ ２ は 、 定 常 位 置 に 戻 る が 、 当 該
変 位 量 は 、 免 震 装 置 １ １ に よ り 吸 収 さ れ 、 陳 列 棚 ４ １ は 、 定 常 位 置 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の 免 震 装 置 の よ う に 、 レ ー ル や ロ ー ラ ー 等 の 特 殊 な 機 構 を 組 み 込 ん だ
架 台 を 用 い る こ と な く 、 コ ン パ ク ト で 、 汎 用 性 、 経 済 性 が 高 い 免 震 装 置 １ １ で 、 陳 列 棚 や
工 芸 品 等 を 地 震 か ら 守 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 〔 免 震 シ ス テ ム の 構 成 〕
　 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ に つ い て 、 図 １ ９ か ら 図 ２ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ の 正 面 図 で あ る 。 図 １ ９ に
示 さ れ る よ う に 、 免 震 シ ス テ ム ５ ０ は 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 、 第 １ の 架 台 ５ １ の 上 に 、 免 震
装 置 １ １ を 介 し て 、 設 置 さ れ る 第 ２ の 架 台 ５ ２ と 、 第 １ の 架 台 ５ １ 、 第 ２ の 架 台 ５ ２ を 連
結 す る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ と か ら 成 る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ は 、 円 形 状 の 第 １ の 円 形 金 具 ６ １ と 第 ２ の 円 形 金 具 ６ ２ が 弾 性
中 間 体 ６ ３ に よ り 、 一 体 化 さ れ て い る 。 ま た 、 円 形 状 の 第 １ の 円 形 金 具 ６ １ と 第 ２ の 円 形
金 具 ６ ２ の 中 央 に は 、 全 ネ ジ ボ ル ト ６ ５ が 螺 合 さ れ る ナ ッ ト 部 ６ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ２ ０ は 、 免 震 シ ス テ ム ５ ０ の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 ダ ン パ ー
装 置 Ｂ ５ ３ は 、 ナ ッ ト 部 ６ ４ に 全 ネ ジ ボ ル ト ６ ５ が 螺 合 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 架 台 ５
１ 及 び 第 ２ の 架 台 ５ ２ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ の 形 状 は 、 平 面 視 で 、 幅 ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 奥 行 ３ ０ ０
ｍ ｍ 、 垂 直 方 向 の 高 さ ８ ２ ｍ ｍ の 長 方 体 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 架 台 ５ １ 及 び 第 ２ の 架 台 ５ ２ は 、 厚 さ ６ ｍ ｍ の 鋼 板 で あ り 、 側 縁 は 、 水 平
面 の 歪 み を 防 止 す る た め 、 Ｌ 型 に 屈 曲 さ れ て い る 。 ま た 、 平 面 視 に お け る 形 状 は 、 幅 ６ ０
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０ ｍ ｍ 、 奥 行 ３ ０ ０ ｍ ｍ の 長 方 形 で あ る 。 さ ら に 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ と が
互 い に 接 す る 面 に お け る 四 隅 に は 、 免 震 装 置 １ １ を 設 置 す る た め の 受 け 台 ５ ４ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ２ １ は 、 免 震 シ ス テ ム ５ ０ に 組 み 込 ま れ る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の 形 状 は 、 円 筒 状 で あ り 、 下 部 と 上 部
の 直 径 は 、 １ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 中 間 部 の 直 径 は 、 １ ４ ０ ｍ ｍ で あ り 、 ナ ッ ト 部 ６ ４ は 、 Ｍ
２ ０ の 全 ネ ジ ボ ル ト ６ ５ が 螺 合 で き る 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ に お け る 円 形 状 の 第 １ の 円 形 金 具 ６ １ と 第 ２ の 円 形 金 具 ６ ２ の
材 質 は 、 炭 素 鋼 （ Ｓ Ｓ -４ ０ ０ ） の 鋼 板 で あ り 、 形 状 は 、 そ れ ぞ れ の 厚 さ が ８ ｍ ｍ で 直 径
１ ４ ８ ｍ ｍ の 円 板 状 で あ り 、 中 央 部 が 突 出 し 、 中 央 部 の 厚 さ は 、 ６ ９ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ に お け る 弾 性 中 間 体 ６ ３ の 材 質 は 、 天 然 ゴ ム で あ り 、 第 １ の 円
形 金 具 ６ １ と 第 ２ の 円 形 金 具 ６ ２ の 間 に 設 け ら れ る と と も に 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の
下 面 及 び 上 面 に お い て は 、 第 １ の 円 形 金 具 ６ １ と 第 ２ の 円 形 金 具 ６ ２ を 厚 さ １ ｍ ｍ で 被 覆
し て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 に お け る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ 、 第 １ の 架 台 ５ １ 、 第 ２ の 架 台 ５ ２ 、 弾 性 ダ ン
パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の 材 質 、 形 状 、 寸 法 は 、 上 記 材 質 、 形 状 、 寸 法 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 被 免 震 物 の 形 状 、 重 量 に 応 じ て 、 任 意 の 材 質 、 形 状 、 寸 法 と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の 底 部 と 頂 部 の 直 径 は 、 ２ ０ ｍ ｍ か ら １ ５
０ ｍ ｍ と す る こ と が で き 、 中 間 部 の 直 径 は 、 １ ５ ｍ ｍ か ら １ ４ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き 、
ナ ッ ト 部 ６ ４ は 、 Ｍ ６ か ら Ｍ ２ ０ の 全 ネ ジ ボ ル ト ６ ５ が 螺 合 で き る 形 状 と す る こ と が で き
る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お け る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ で は 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ を １ つ
設 置 し て い る が 、 全 ネ ジ ボ ル ト に よ っ て 、 互 い に 固 定 す る こ と で 、 ２ つ 以 上 を 積 層 し て 設
置 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 〔 免 震 シ ス テ ム の 作 用 〕
　 本 実 施 形 態 に よ る 免 震 シ ス テ ム は 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ と の 間 に 、 免 震 装
置 １ １ を 介 在 さ せ て い る の で 、 被 免 震 物 の 重 量 に よ る 圧 縮 を 受 け て い る 場 合 で も 、 第 １ の
架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ が 互 い 違 い に 水 平 移 動 し 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す
る 。 ま た 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ と は 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ に よ り 連 結 さ
れ て い る の で 、 弾 性 中 間 体 ６ ３ の 弾 性 力 に よ り 、 大 き な 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 元 の 状
態 に 復 元 す る こ と が で き る 免 震 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム を 陳 列 棚 の 免 震 装 置 と し て 設 置 し た 場 合 の 構 成 〕
　 図 ２ ２ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム ５ ０ を 設 置 し
た 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 受 け 台 ５ ４ は 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ に 設 置 さ
れ て い る が 、 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め 第 １ の 架 台 ５ １ に の み 記 載 し て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 免 震 シ ス テ ム ５ ０ は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 面 と 床 面 ４ ２ の 間 で 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 面 の 中 央 に
設 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 な お 、 免 震 シ ス テ ム ５ ０ は 、 そ の 他 に 工 芸 品 、 美 術 品 、 機 器 類 の 下 面 と 床 面 の 間 に 設 置
し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 陳 列 棚 ４ １ の 中 央 に 、 免 震 シ ス テ ム ５ ０ を １ つ 設 置 し て い る が
、 被 免 震 物 の 大 き さ 、 形 状 に よ っ て 、 複 数 の 免 震 シ ス テ ム ５ ０ を 被 免 震 物 の 下 面 で 均 等 に

10

20

30

40

50

(13) JP 2006-200731 A 2006.8.3



配 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 〔 本 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム を 陳 列 棚 の 免 震 装 置 と し て 設 置 し た 場 合 の 作 用 〕
　 図 ２ ３ （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） は 、 陳 列 棚 ４ １ の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス
テ ム ５ ０ を 設 置 し た 場 合 に お い て 、 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー に よ り 、 床 面 ４ ２ に 図 １ ８
（ Ａ ） で 示 し た 水 平 力 よ り 大 き い 水 平 力 が 加 え ら れ た と き の 状 態 変 位 を 示 す 説 明 図 で あ る
。 ま た 、 図 ２ ３ （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） に お け る 一 点 鎖 線 は 、 定 常 状 態 の 水 平 位 置 （ 定 常 位 置 ）
を 示 し 、 二 点 鎖 線 は 、 地 震 に よ り 水 平 力 が 床 面 ４ ２ に 与 え ら れ た 場 合 の 床 面 ４ ２ の 水 平 方
向 に 変 位 し た 位 置 （ 変 位 位 置 ） を 示 す 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ２ ３ （ Ａ ） は 、 床 面 ４ ２ に 水 平 力 が 加 え ら れ て い な い 状 態 （ 定 常 状 態 ） を 示 し て い る
。 す な わ ち 、 定 常 状 態 を 示 す 図 ２ ３ （ Ａ ） に お い て は 、 一 点 鎖 線 と 二 点 鎖 線 は 重 な っ て い
る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ２ ３ （ Ｂ ） は 、 床 面 ４ ２ に 矢 印 の 示 す 方 向 （ 右 方 向 ） に 図 １ ８ （ Ａ ） で 示 し た 水 平 力
よ り 大 き い 水 平 力 が 加 え ら れ 、 床 面 ４ ２ が 右 方 向 に 変 位 し 、 当 該 水 平 変 位 を 免 震 装 置 １ １
の ２ 枚 の プ レ ー ト １ ２ （ 図 １ 参 照 ） の 横 移 動 に よ り 、 吸 収 す る こ と で 、 陳 列 棚 ４ １ は 、 床
面 ４ ２ の 水 平 変 位 の 略 半 分 の 変 位 量 で 留 ま っ て い る こ と を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 定 常 位
置 を 示 す 一 点 鎖 線 と 床 面 ４ ２ の 変 位 位 置 を 示 す 二 点 鎖 線 の 間 の 距 離 が 地 震 の 水 平 力 に よ る
床 面 ４ ２ の 変 位 量 で あ り 、 陳 列 棚 ４ １ の 側 面 の 位 置 は 、 当 該 変 位 量 の 略 半 分 の 位 置 で 留 ま
っ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ２ ３ （ Ｃ ） は 、 床 面 ４ ２ に 矢 印 の 示 す 方 向 （ 右 方 向 ） に 水 平 力 が 加 え ら れ た 後 に 、 床
面 ４ ２ が 定 常 位 置 に 戻 っ た 状 態 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 一 点 鎖 線 と 二 点 鎖 線 は 重 な っ て
い る 。 一 方 、 陳 列 棚 ４ １ は 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） で 変 位 し た 位 置 に 留 ま っ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ２ ３ （ Ｄ ） は 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） で 変 位 し た 陳 列 棚 ４ １ を 図 ２ ３ （ Ｃ ） の 状 態 か ら 、 免 震
シ ス テ ム ５ ０ の 作 用 に よ り 、 定 常 状 態 に 戻 さ れ た こ と を 示 し て い る 。 具 体 的 に は 、 免 震 シ
ス テ ム ５ ０ は 、 免 震 装 置 １ １ の 変 位 許 容 量 を 超 え て 変 位 し た 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） の 陳 列 棚 ４ １
の 変 位 状 態 か ら 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ の 復 元 力 に よ り 、 陳 列 棚 ４ １ を 図 ２ ３ （ Ａ ） に
示 す 定 常 状 態 に 戻 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 地 震 時 に は 、 図 １ ９ に 示 す 、 第 １ の 架 台 ５ １ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ が 互 い 違 い に
水 平 移 動 す る こ と で 、 大 き い 地 震 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。 ま た 、 第 １ の 架 台 ５
１ と 第 ２ の 架 台 ５ ２ と は 、 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ ５ ３ に よ り 連 結 さ れ て い る の で 、 弾 性 中 間
体 ６ ３ の 弾 性 力 に よ り 、 大 き な 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 。 し た が っ て 、 免 震 シ ス テ ム ５
０ の 上 に 載 置 さ れ た 陳 列 棚 ４ １ の 地 震 に よ り 受 け る 水 平 力 を 最 小 限 に 抑 え る と と も に 、 大
き い 地 震 に よ り 生 じ た 陳 列 棚 ４ １ の 変 位 を 定 常 位 置 に 復 元 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 〔 検 証 実 験 例 〕
　 図 ８ と 図 ９ は 、 免 震 装 置 １ １ の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 図 で あ る 。 図 ８ は 、 垂 直 荷 重 を １ ０ ０
０ Ｋ ｇ ｆ と し た 場 合 の 荷 重 変 位 曲 線 で あ り 、 図 ９ は 、 垂 直 荷 重 を ２ ０ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ と し た 場
合 の 荷 重 変 位 曲 線 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 免 震 装 置 １ １ の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 方 法 は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 ２ つ の 免 震 装 置 １ １
を 垂 直 方 向 に 積 層 し 、 互 い に 対 向 す る 面 の 間 に 、 中 間 板 １ ５ を 挟 み 、 上 側 の 免 震 装 置 １ １
の 上 面 と 下 側 の 免 震 装 置 １ １ の 下 面 か ら 垂 直 荷 重 を か け 、 上 側 と 下 側 の 免 震 装 置 １ １ は 固
定 し 、 中 間 体 １ ５ に 水 平 荷 重 を か け た 場 合 の 、 中 間 体 １ ５ の 水 平 変 位 を 測 定 し た も の で あ
る 。
【 ０ １ １ ８ 】
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　 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 垂 直 荷 重 が １ ０ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ の 場 合 は 、 水 平 荷 重 が 略 ５ ０ Ｋ ｇ ｆ
で ５ ｍ ｍ 水 平 変 位 し 、 水 平 荷 重 が 略 ７ ０ Ｋ ｇ ｆ で １ ０ ｍ ｍ 水 平 変 位 し 、 水 平 荷 重 が 略 ７ ５
Ｋ ｇ ｆ で １ ５ ｍ ｍ 水 平 変 位 し 、 水 平 荷 重 が 略 ８ ０ Ｋ ｇ ｆ で ２ ０ ｍ ｍ 水 平 変 位 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 垂 直 荷 重 が ２ ０ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ の 場 合 は 、 水 平 荷 重 が 略 １ ２ ０ Ｋ ｇ
ｆ で 略 ３ ｍ ｍ 水 平 変 位 し 、 そ の 後 水 平 荷 重 が 略 ９ ０ Ｋ ｇ ｆ か ら 略 １ ２ ０ Ｋ ｇ ｆ の 間 で 略 ３
ｍ ｍ か ら 略 ３ １ ｍ ｍ 水 平 変 位 す る 。 そ し て 、 垂 直 荷 重 が １ ０ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ の 場 合 は 、 図 ８ に
示 さ れ る よ う に 、 水 平 変 位 が 略 ２ １ ｍ ｍ の と こ ろ で 、 弾 性 体 １ ３ の 復 元 力 に よ り 、 水 平 荷
重 が 反 対 側 に か か っ て い る 。 ま た 、 垂 直 荷 重 が ２ ０ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ の 場 合 は 、 図 ９ に 示 さ れ る
よ う に 、 水 平 変 位 が 略 ３ １ ｍ ｍ の と こ ろ で 、 弾 性 体 １ ３ の 復 元 力 に よ り 、 水 平 荷 重 が 反 対
側 に か か っ て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 図 よ り 、 重 量 が １ ０ ０ ０ Ｋ ｇ や ２ ０ ０ ０ Ｋ ｇ の 建 築 物
等 の 重 量 物 が 免 震 装 置 １ １ に 載 置 さ れ た 場 合 で も 、 免 震 装 置 １ １ は 、 地 震 に よ る 水 平 荷 重
を 水 平 変 位 に よ り 吸 収 し 、 水 平 荷 重 が か け ら れ て い な い 状 態 に 復 元 で き る こ と が 示 さ れ て
い る 。 し た が っ て 、 免 震 装 置 １ １ は 、 非 常 に コ ン パ ク ト で あ り な が ら 建 築 物 の よ う な 重 量
物 に 圧 縮 さ れ て い て も 、 安 定 し て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 布 基 礎 又 は 束 石 の 上 に 建 築 さ れ る 木 造 建 築 物 の 免 震 装 置
、 免 震 装 置 を 設 置 し た 木 造 建 築 物 の 建 築 方 法 又 は 、 陳 列 棚 、 工 芸 品 、 美 術 品 、 若 し く は 機
械 類 を 地 震 か ら 守 る 免 震 装 置 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 方 法 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 の 変 位 荷 重 曲 線 測 定 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 木 造 建 築 物 の 基 礎 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置 し た 場 合 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 木 造 建 築 物 の 基 礎 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置 し た 場 合 の
正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 木 造 建 築 物 の 構 造 用 骨 組 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ
を 設 置 し た 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置 し た 場 合 の 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置 し た 場 合 の 側 面 図
で あ る 。
【 図 １ ７ 】 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置 し た 場 合 の 斜 視 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 装 置 を 設 置
し た 場 合 の 状 態 変 位 図 で あ る 。
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【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム を 設 置 し た 場 合 の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 陳 列 棚 の 下 に 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に 係 る 免 震 シ ス テ ム を 設 置 し た 場 合 の 状
態 変 位 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ３ 】
　 １ １ 　 　 免 震 装 置
　 １ ２ 　 　 プ レ ー ト
　 １ ３ 　 　 弾 性 体
　 １ ５ 　 　 中 間 板
　 １ ６ 　 　 滑 面 層
　 ２ １ 　 　 木 造 建 築 物 の 基 礎
　 ２ ２ 　 　 木 造 建 築 物 の 土 台
　 ２ ３ 　 　 ア ン カ ー ボ ル ト
　 ２ ４ 　 　 構 造 用 骨 組
　 ２ ５ 　 　 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ａ
　 ２ ６ 　 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 ３ １ 　 　 第 １ の 板 状 プ レ ー ト
　 ３ ２ 　 　 第 ２ の 板 状 プ レ ー ト
　 ３ ３ 　 　 第 ３ の 板 状 プ レ ー ト
　 ３ ４ 　 　 弾 性 体
　 ３ ５ 　 　 押 圧 固 定 手 段
　 ３ ６ 　 　 締 結 手 段
　 ３ ７ 　 　 接 合 穴
　 ３ ８ 　 　 溝 部
　 ４ １ 　 　 陳 列 棚
　 ４ ２ 　 　 床 面
　 ５ ０ 　 　 免 震 シ ス テ ム
　 ５ １ 　 　 第 １ の 架 台
　 ５ ２ 　 　 第 ２ の 架 台
　 ５ ３ 　 　 弾 性 ダ ン パ ー 装 置 Ｂ
　 ５ ４ 　 　 受 け 台
　 ６ １ 　 　 第 １ の 円 形 金 具
　 ６ ２ 　 　 第 ２ の 円 形 金 具
　 ６ ３ 　 　 弾 性 中 間 体
　 ６ ４ 　 　 ナ ッ ト 部
　 ６ ５ 　 　 全 ネ ジ ボ ル ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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